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低圧太陽光発電所を、次のステージへ 

エクソル、ENEOS リニューアブル・エナジーとの協業 

第二弾として追加 10MW の開発を決定 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 
太陽光発電システムの設計・建設・メンテナンスを全国に提供する株式会社エクソル（代
表取締役社長：鈴木 伸一、本社：東京都港区、以下「エクソル」）は、ENEOSリニューア
ブル・エナジー株式会社（代表取締役社長：小野田 泰、以下「ERE」）との協業第二弾とし
て、低圧太陽光発電所の追加開発を実施することを決定しました。 
 
第一弾では中部エリアにおいて 5MW規模の低圧太陽光発電所の開発を進め、複数の発電所
を同時並行的に開発・建設するバルクスキーム※を採用することで、効率的かつ安定的にプ
ロジェクトを推進できる体制を確立しました。 
この実績を踏まえ、今回新たに合計 10MW 規模の低圧太陽光発電所の追加開発を決定しま
した。対象発電所は2027年度中までの運転開始を予定しており、今後は中部エリアに加え、
東京エリアを含む本州全域への展開も視野に、ERE と協議を継続していきます。 

※複数の発電所を同時並行的に開発・建設することで、大規模な発電容量を確保するスキーム 

【低圧太陽光発電所をさらに拡大。追加で 10MWの開発を決定】 

エクソルと ERE は、協業第一弾で進めてきた低圧太陽光発電所の開発をさらに拡大し、新
たに合計 10MW規模の発電所を追加開発することを決定しました。 
近年、FIT（固定価格買取制度）に依存しない Non-FIT 型太陽光発電や、企業が自ら再エ
ネを調達するコーポレート PPAの拡大により、再エネ電源を中長期的に安定して確保する
ニーズが高まっています。こうした市場環境を踏まえ、両社は第一弾で活用したバルクス
キームにより効率性と品質を両立した再エネの創出が可能と判断し、今回の追加開発を決
定しました。 
 

【2027年度中の運転開始を軸に、本州全域展開を見据えた協議を継続】 

今回追加される発電所を含め、両社が協業して開発を進める低圧太陽光発電所については、
2027年度中までにすべての案件で運転開始を予定しています。 
企業による再エネ調達は、単発的な導入から中長期的な計画に基づく安定調達へと移行し
ており、低圧太陽光発電所においても特定エリアに依存しない電源確保が求められていま
す。こうした需要に応えるため、今後は中部エリアに加え東京エリアを含む本州全域への
展開も視野に入れ、地域ごとの用地条件や系統環境を踏まえながら段階的に開発を進めて
いきます。 
これにより、需要家の中長期的な再エネ調達ニーズに対し柔軟に対応できる、安定した電



源供給体制の構築を目指します。 
 

【協業第一弾から一貫して取り組む「太陽光発電所品質の統一化」】 

エクソルは、低圧太陽光発電所において年間約 1,200 件・18〜20MW（屋根上含む）規模
の建設実績を重ねており、来期には 30MW 規模への拡大を目指しています。こうした実績
を背景に、全国の EPCパートナーとのネットワークを構築しています。 
この全国ネットワークを活かし、地域ごとに異なる用地条件や施工環境に対応しながらも、 
設計思想や工事仕様、品質管理基準を共通化する開発体制を整備してきました。 
その結果、複数の低圧太陽光発電所を同時並行で開発する場合でも、品質を安定的に管理
できるスキームを確立しています。 
今回の追加 10MW 開発においても、これまでに培ってきた実績とネットワーク、そして第
一弾から一貫して取り組んできた「太陽光発電所品質の統一化」の考え方が活かされてい
ます。 
 

【今後の展開】 

エクソルは、再エネの普及において「地域との共生・共創」を重要な価値観としています。
その取り組みの一環として、一般社団法人太陽光発電協会（JPEA）が組織する「地域共創
エネルギー推進委員会」の委員長会社として参画し、地域と共に創る持続可能で安心でき
る太陽光発電のあり方を検討してきました。 
こうした活動を通じて、エクソルは地域の環境や暮らしに配慮した分散型電源の整備を進
めるとともに、太陽光発電所の信頼性向上と、安全・安心な再エネの普及に取り組んでい
ます。今後も、全国各地で安定した再エネの供給に貢献し、地域社会とともに持続可能な
エネルギーの未来を築いていきます。 
 
 

 
 
 

【本件に関する取材・お問い合わせは、下記広報窓口までお気軽にご連絡ください】 
 

株式会社エクソル 広報宣伝企画課 

担 当 ：高橋、塚田 
電 話 ：03-5425-1258（代表） 
メール ：koho@xsol.jp 
受付時間：9:00-18:00 (土日祝休み)  
HP   ：https://www.xsol.co.jp/ 
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